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局  橋  伸  夫 (筑波大学 )

民間活力と計画のシステムに対して,経営組織論の立場からアプローチを試みると,それは管理シ

ステムの設計と深くかかわってくる。 Burns and S talker〔 2〕 は管理システムの理想的類型 と

して,機械的システム,有機的システムを考えた。ここで機械的システムは基本的には官僚制組織と

呼ばれるものの流れに属している管理システムであり,一方,有機的システムはそれと対照的な特徴

をもった管理システムとして位置づけられる。彼らの研究は,機械的システムは不確実性の低い状況

の下で,有機的システムは不確実性の高い状況の下で,それぞれ高い有効性をもっているということ

を事実発見的に示し,後に,Lawrence and Lorsch〔 3〕 によってコンティンジェンシ理 論と名

付けられた 1つの領域を形成することになった。

本研究では,状況に適した管理システムを設計する,あ るいは選択するという立場から,官僚制の

管理システムと,それとは対照的な管理システムとの比較を不確実性との関連で,簡単なモデルを作

って行い,それによって規範的な命題を導き,合わせて,それのもつ意味について考える。

1.組織の基本的構造と管理システム

ここでは,(1)2層 の階層構造をもち, 1人の管理者とN人のその部下とから構成され,(2)1人 の部

下には,直面した状況が何であるかをコストCTで検査することが 1回だけ許されるような典型的な

作業組織を考え,こ の共通の基本構造の上に管理システムを設定する。管理システムとは,組織の各

メンバーに対して,他のメンバーゃ自分自身の活動をコントロールし,情報を受け取る権利と,コ ン

トロールを受容し,情報を伝達する義務とを与え定めるものと定義され,次のように, 2つの理想的

な管理システムを定義する。

定義 1:も し管理者が意思決定者であり,部下から状況についての情報を集めながら決定を行なう

ならば,その管理システムはシステム Iと呼ばれ,も し管理者から権限を与えられた 1人の部下が意

思決定者であり,自 分自身または同僚から状況についての情報を集めながら決定を行ない,その結果

を管理者に事後報告するならば,シ ステムⅡと呼ばれる。

すると,シ ステム Iは級)上司による調整lblト ップ層への情報の独占的集中(0上司一部下間の垂直的

相互作用,の点で機械的システムの特徴をもっている。一方,システム Ⅱは(ω他のメンバーとの相互

作用を通じての調整(Dネ ットワークの中の任意のセンターに情報集中に)伝達は垂直よりもむ しろ水平

方向,の点で有機的システムの特徴をもっている。
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官僚制の管理システムであるシステム Iっまり機械的システムよりは,シ ステム I,有機的システム

の方がより適しているといえそうだが,組織設計論の立場からすると,よ り適切に言えば,こ の 2つ

の管理システムの理想型はそれぞれの経営組織,あるいはそれを構成する組織単位ごとに,その直面

している状況の流動性,不確実性に対応 して採られるべき選択肢である。重要なことは,各組織の直

面 している状況に応 じて,官僚制の管理システム,有機的管理システムを柔軟に選択 し,運用してい

くことであろう。
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